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水質の状況について 

 

①水質検査及び結果 

 本市においては、安全安心な水道水を供給するため、水道法で義務付けられている毎日

検査、水質基準項目のほか、水質管理上留意すべき水質管理目標設定項目、安全性を確認

するため市が独自に選定した独自項目について、検査地点、検査頻度などを定めた水質検

査計画を策定し、水質検査を実施しております。 

 

 （1）毎日検査（浄水：3項目） 色、濁り及び残留塩素 

 （2）水質基準項目検査（浄水：51項目） 一般細菌、大腸菌等 

 （3）水質管理目標設定項目検査（浄水：27項目 原水：農薬類） 

   ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）及びペルフルオロオクタン酸（PFOA）等 

 （4）独自項目検査（原水：39項目） 

クリプトスポリジウム等原虫類及び指標菌、放射性物質等 

 

  本市の水道水は、すべて水質基準に適合しており、安全性を確認しております。 

 

※水質検査結果は、市ホームページにおいて公表 

 

②PFOS及びPFOA 

 PFOS及びPFOAは、有機フッ素化合物（PFAS）の一種であり、金属メッキ処理剤、泡消火

薬剤、界面活性剤などに使われてきました。 

 2009年以降、環境中での残留性や健康影響の懸念から製造、輸入等が禁止され、水道水

においても、2020年に水質管理目標設定項目として、PFOSと PFOAの合算で50ng/Lの暫定

目標値が設定され、本市においても、2020年から水質検査を実施しており、暫定目標値を

下回っていることを確認しております。（次ページに検査結果を掲載） 

 

③今後の方針 

PFOS 及び PFOA については、来年度、水質管理目標設定項目から検査義務のある水質基

準項目へ変更される予定であり、本市においても水質検査計画を改定し水質検査を実施し

ていきます。 

また、クリプトスポリジウム対策については、過去に指標菌が検出された水源を持つ浄

水場において、安全な給水を可能とするため紫外線照射施設の整備を進めていきます。 

水質基準は、国において、最新の科学的知見を踏まえ逐次改正されることから、検査項

目の見直しや浄水処理方法の情報など国の動向等を注視し、ハード、ソフトの両面から安

心安全な水道水を供給できるよう努めてまいります。 
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